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、

組

役

務

第

の

京

町
の
人
口
毛
急
減
w
h
倫
明
え
彩
索
以
上
m
M
W

微
か
に
、
環
ぬ
衛
束
、
ス
ポ
!
y
魁
興
物
仰
が
ゐ
り

の
栂
陪
岳
、
多
成
多
織
に
わ
た
っ
生
、
送
路
線
持
、
鈴
業
関
係
初
ま
ザ
が
、
財
州
民
み
な
ち
ん
の
議

て
、
点
差
し
た
.
隊
術
情
ゆ
点
、
使
話
例
制
札
妹
、
総
会
数
思
待
先
帯
、
足
取
り
こ
れ
か
‘
仏
門
会

緩
和
記
十
袋
線
就
に
は
、
町
符
‘
術
工
事
業
伝
ど
荷
役
ゆ
て
の
仕
事
議
行

m内
て
い
〈
脅
え

の
一
抑
制
に
お
け
る
鰯
劫
水
滋
窃

A
O
後
し
紅
が
、
今
後
も
釘
が
発
で
お
ち
玄
す
。

索
、
し
組
処
理
事
擦
を
お
ζ
な
毘
し
て
ゆ
く
滋
閣
に
は
種
々
な

ぃ
‘
矧
鞘
叫
均
一
十
五
年
疫
に
は
、

警

護

対

ず

る

米

絞

め

既

入

コ

吋

.. 
1
1寸
i
斗
哨

JI--」
|

務

純

縦

約

出

係

耶

濃

の

ブ

ル

ド

!

一

恥

一

一

一

レ

一

一

一

ザ

!

務

入

等

，

一

そ

…

一

一

一

一

…

協
和
蕊
十
六
毎
夜
に
は
戎
ホ
刊
一
会
夜
一
一
一
間
一
樹
…
掛
拙
一
…
酬

の
火
災
と
い
う
ぷ
燦
の
災
窃
に
£

!
?
;
L
-

…
一

i

昨

戸

後

数

…

一

ん
添
い
、
李
芦
百
万
円
事
り

m
官
以
d

十
引

入
れ
と
の
滋
擦
に
対
処
し
設
し

-
w
…

ぬ

恐

2
 

た

。

。

緩
和
三
十
七
銀
W
棋
に
は
、
鵠

線
総
市
総
越
率
一
設
と
、
的
臨
時

常
術
総

ω綾
総
お
よ
び
rw後
ゅ

の
改
築
、
給
食
線
制
刑
制
引
采
等

r/~ 

# 
戸戸グ吋



告
知
っ
た
山
市
州
附

で
は
、
ナ
ス
柑
闘
を
開
閉
泌
附
協
の
後

合
稼

κお
く
り
絞
殺
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
町
、
双
で
も
ひ

ょ
う
樹
首
地
域
代
対
し
そ
仙
架
部
機
吋
す

な
ど
を
お
く
hJま
し
た
。

冨

師

会

目

立

晴

幾

な

げ

ロ

J

い
や
憂
務

開

民

大

一

一

H
A
l
l
f
f
v
t
、

;
i
1
1
1

芸
雑
賀
君
が
最
高
殊
勲
選
手
に

制
四
月
二
十
八
日
か
ら
お
と
な
ゼ
ル
ス
の
入
答
え
が
お
と
江
わ

わ
れ
て
い
た
A
ブ
ロ
ッ
ク
の
対
れ
ま
し
た
。

帥
械
に
は
十
一
一
チ
l
ム
が
参
加
し

A
ブ
ロ
ッ
ク
の
だ
糊
制
球
問
時
様
、

で

ト

ー

ナ

メ

ン

ト

還

に

よ

っ

邦

治

沼

会

と

号

で

す

で
お
と
な
わ
れ
ま
し
た
。

A
V
加
入
労
持
病

h々
w
、
A
、
島
問
ブ
ロ
ッ
ク

市W
州
別
融
引
が
終
わ
り
、

A
ヅ
ロ
ッ

ク
め
フ
ァ
イ
タ
l
ズ
、
余
陥
哨
蹴
附

B
ブ
ロ
ッ
ク
の
相
問
、

ω滅
、
瓜
Y
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成
田
総
早
期
電
化
の
陳
情
を

み
な
た
の
体
験
を
ハ
ガ

で喜一】一立

そ
の
ガ
仲
間
は
、
み
h

仙
台
ん
ガ

の
焚
惜
織
な
体
験
を
議
蜘
慨
に
つ
づ

っ
て
千
議
欽
滋
脚
柄
欄
期
間
制
緩
お
よ

び
問
問
鉄
総
鵡
棋
に
捕
時
山
出
荷
し
て
い
た

と
き
た
い
の
で
す
。

ζ
の
滋
動

は
一
人
で
や
っ
て
も
放
感
が
あ

ち
ま
せ
ん
、
ま
た
一
関
忙
け
で

も
盟
問
様
で
す
。
思
い
つ
い
た
ら

す
ぐ
葉
書
を
書
い
て
次
の
宛
先

へ
淡
し
出
向
し
て
く
村
仏
語
い
。

w
v
m
瑚
齢
制
伽
期
限
緩
和
朝
間
関
十
知
伴
内
ハ

問
内
か
ち
側
関
如
制
問
問
十
間
関
係
十
…
…
同
月

設
で
w
v
幅
見
失
ヂ
淡
清
潔
女
児
耐
間
以

。
一
一
議
耕
地
、
ザ
ヤ
液
晶
獄
遂
綿
密
総
帥
総

長
鈴
木
修
一
一
問
問
、
ま
た
は
、
東

京
都
千
代
間
関
区
丸
ノ
市
内
一
の
一

番
地
口
H

本
震
考
欽
滋
本
社
総

出
帆
悶
副
総
の
後
ル
均
時
同
級
制
制
緩
十

忍
紺
冊
以
降
に
一
計
糊
関
さ
れ
て
い
る

よ
う
勺
、
断
榊
鉄
mu
計
一
級
u
r
添
き

れ
た
ζ
と
は
、
そ
の
お
悩
指
数
が

認
め
ら
れ
た
も
む
と
忽
わ
れ
ま

す
。
鉄
道
当
局
の
同
日
げ
か
品
明
感
縄
怖

に
ま
で
よ
う
や
く
湧
い
て
き
た

ζ

と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
す

が
、
開
間
十
五
年
か
ち
叉
十
年
ま

?
と
い
う
計
百
闘
で
は
ち
ょ
っ
と

先
の
世
間
い
認
で
す
。

脚
内
で
は
ζ
m
w
判
制
緩
い
か
一
門
口
も

尚
ゆ
く
爽
閣
制
す
る
よ
う
氏
関
同
脳
間
伐

く
的
関
陳
情
し
て
い
く
た
め
に
、
み

な
さ
ん
官
M
m
w
惨
事
力
脅
お
側
側
い
い

に
し
ま
す
怨

台風s号

約
二
百
五
十
厄
が
冠
水

災
害
対
策
本
部
を
設
置

輸
閣
の
終
っ
た
災
被
・
之
地
淡
肉
此
区

mw
二
齢
、
挙
制
潤
制
問
主
総
後
肉
民
区

内
科
制
蹴
机
制
球
務
泌
の
約
一
コ
十
五

ヘ
ク
タ
ー
ル
〈
仙
約
三

f
ザ
為
的

壊
し
で
は
、
知
闘
が
脚
内
っ
て
し
ま

い
設
し
た
。
そ
ζ

明
、
六
月
十
円
悶

蹴
政
情
熱
爽
行
総
合
間
開
会
綴
寄
附
聞

き
、
各
幽
寂
然
災
行
総
会
よ
り
あ

ま
っ
た
訪
問
者
樹
矯
め
る
一
万
、
地
属

関鳴館駅蜘沌疑
w
h
簿
作
与
を
仙
問
。
較
す

ろ
な
ど
応
急
の
世
閣
僚
を
と
っ
て

い
立
す
。
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議
石
田
両
礼
助
殿

み
の
な
た
の
際
構
文
の
写
を
金

議
出
車
ま
で
お
送
り
く
げ
い
き
い
。

広
報
み
ぴ
ζ

に
制
掲
載
し
て
ζ

の
遂
畿
を
捻
逃
す
る
場
に
し
に

い
と
恩
い
ま
す
。

ψ
V
 

4
ゆ""' 

軒
岬‘ハー

凶
銚
唱の

附
叫Mmv 

醐
蹄ra 。。

お
q

，
 

F
如意ー

今
後
は
、
水
の
ひ
い
た
あ
と

の
病
害
虫
の
大
量
発
生
が
予
担
制

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
病
害
虫
が

発
生
し
た
場
合
は
た
だ
ち
に
病

害
虫
防
総
総
合
国
首
を
送
じ
て
、

対
策
本
部
(
盗
祭
諜
)
へ
お
知

ら
せ
く
υい
き
い
。

A

A

A

品

日
汎
同
月
十
一
線
mw
び
ょ
う
榊
穏
で

市
総
地
ほ
の
そ
然
綴
は
火
器
な
と
れ

ト
4mま
す
。

問
問
慈
し
で
あ
き
ま
す
e

み
な
さ

ん
が
市
稼
終
役
幾
何
件
緩
同
地
年
金

制捌入
mw
開
脳
出
闘
を
さ
れ
る
と
間
同
間
関

年
金
手
擦
が
淡
さ
れ
ま
す
。
と

の
手
間
宿
は
国
凶
自
民
家
金
の
伺
持
品
眼
科

を
約
め
る
と
き
に
必
頭
宣
伝
も
の

で

あ

り

、

つ

け
れ
ば
な
り
ま
吐
ん
む

そ
の
額
は
二
十
才
か
ら
一
二
十

閥
才
ま
で
の
期
間
は
月
夜
間
的
一
一
一

十
五
才
以
上
の
期
間
は
月
百
五

十
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

。
納
め
方

国
箆
念
滋
公
療
出

張
相
談
所
を
間
開
設

帆
次
の
と
お
ち
田
岡
田
民
ム
誠
司
幽
n
出自陣

荷
ヱ
会
戦
員
募
集
日
日
出
抽
出
制
相
談
を
お
ζ
な
い
ま
す
か

我
孫
子
町
謁
況
会
で
は
次
m
w
h
ミ
ご
若
君
(

f
き
、
e

d
i
t
-
F
‘
?
:
も

と
お
与
樹
事
務
総
悶
悶
奇
背
骨
然
し
て
ご
v
包
絡
み
ハ
晃
三
十
笈
a
H
T
鮪別

い
ま
す
。
一
十
時
吋
か
ち
午
後
一
一
一
臨
時
ま
で
@

W
Z鍬
回
開
条
件

m
w
中
学
本
以
ぷ
一
軍
務
部
問
後
孫
子
酎
問
柑
空
会
柏
崎

明
、
制
対
女
を
附
附
い
ま
せ
ん
。

ω身
…
守
山
総
緩
関
月
間
械
凶
純
金
協
轍
品
川
出
陣
平

体
験
織
で
欄
脱
獄
機
関
な
そ
一
綴
災
対
別
惜
紙
務
総
催
地
銭
。

w
v
始
終
J

際
桃
川
mw
ト
一
品
開
め
ま
す
一
主
制
緩
問
答
申
間
社
制
mw
校
入
れ

V
州
附
吋
時
期
限
六
円
丹
市
品
目
μ
ま
で
山
山
政
念
然
、
淡
構
成
泌
mw
蹴
慨
然
、
淡

V
そ
の
他
と
品
議
の
万
は
閥
ニ
袋
、
鵠
制
緩
mw
描
鱗
ろ

康
晴
甘
持
参
の
う
え
、
総
工
会
抽
出
向
な
お
、
鐙
務
災
μ
刊
の
袋
持
条

〈
穏
話
ア
ピ
コ
六
割
一
努
ω

へ
w
絡
は
次
の
と
お
ち
で
す
@

お
い
で
く
だ
さ
い
o

m

争
焚
付
金
額
最
高
竺
百
万
m
m

ま
で
、
作
緑
樹
思
議
w
綿
子
脚
向
mw
平

均
時
同
一
件
数
h
，
…
一
一
十
双
方
向
、

A
V
臨H
A
繊
後
途
議
幾
疑
念
げ
い
岡
隅

ち
ま
す
。
〈
仲
間
浴
、
祭
出
掛
榔
A

A

脱
げ
い
は
制
杓
郊
で
き
ま
ぜ
ん
α
)

A
V
制
判
総
務
寝
泊
陥
組
中
九
分
、
制
判

畿
は
後
弘
い
で
す
e

争
相
樹
閥
縄
開
漣
総
資
ゑ
mw
場
合
叩
成

年
円
相
曲
目
で
す
が
、
武
田
端
崎
は
ニ
ナ

カ
月
。
執
鼠
幽
擁
資
金
の
場
合
七
年

以
内
で
す
が
、
情
首
論
曙
師
同
十
カ
月

A
V
返
済
方
仲
間
百
郎
総
と
し
て
月

時
隣争
開
部
材
紘
人
一
名
以
上
、
法
人

の
描
窓
口
は
代
表
考
と
そ
の
ほ
か

一
名
以
上

争
輔
自
然

を
4a

、
制
時
開
園
を
樹
梶
山
似
す
る
と
と

κな
っ

て
い
ま
す
。

一
決
縄
問
状
記
由
開
潤
の
間
用
紙
は
社
会

朝
鮮
年
金
銭
、
ま
た
は
期
間
北
支
所

布
佐
支
一
院
に
局
窓
し
で
あ
り
ま

す
か
ち
、
託
委
と
印
か
ん
を
一
持

参
し
て
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ

と
と
し
は
遊
察
を
新
ら
し
く

し
文
す
か
ち
、
忘
れ
ず
に
創
出

れ
ぞ
し
て
〈
だ
さ
い
。

ハ
エ
・
紋
駆

除
機
約
散
命

ζ
と
し
二
附
附
闘
の
ハ
ザ
ム
・
紋

級協附
mw
毅
制
刑
数
衡
を
次
mw
臼樹体

で
お
ζ
な
い
ま
す
。
〈
湖
北
・

布
校
総
附
悼
の
門
日
朝
枇
の
み
〉

V
指
佐
一
子
、
七
月
一
日
明
v
部

一
一
録
、
一
一
一
日
甲
骨
叩
伎
策
、
玄

担
、
六
日
甲
布
佐
台
、
七
日

曹
新
木
、
八
尽
曹
削
明
良
、
九

段
、
十
日

V
中
綜
下
、
十
九
百

二
十
日
軍
中
里
、
二
十
一
、

二
十
二
日
甲
山
制
北
台
、
ニ
十

一芯

H
V
-用
線
上
、
一
一
十
六
認
、

二
十
七
日

井
戸
水
の
出
掛
畿

弁
一
戸
…
の
め
る
各
段

し
て
が
り
ま
す
が
、
没
入
品
騰
は

で
仰
に
十
叩
匂
す
か
ら
、
愉
樹
浦
湖

の
持
問
刊
で
は
、
き
か
ず
為
替
吋
ば

い
な
い
し
ニ
は
い
の
潟
滋
液
を

入
れ
て
く
だ
さ
い
c
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